
 

 

 

講師：Roger
ロ ジ ャ ー

 Frie
フ リ ー

（京都大学大学院教育学研究科客員教授/サイモンフレイザー大学教授） 

通訳：揖斐

い び

 衣

え

海

み

（KIPP 渋谷心理オフィス／国際基督教大学カウンセリングセンター） 

司会：松下 姫歌（京都大学大学院教育学研究科教授） 

挨拶：田中 康裕（京都大学大学院教育学研究科教授・附属臨床教育実践研究センター長） 

申込方法：教育学研究科ウェブページ（https://www.educ.kyoto-u.ac.jp/announce/post-10903/） 

もしくは下記 QR コードの申込フォームよりお申込みください。 

申込締切日：令和 4 年 10 月 14 日（金）先着順。定員になり次第締め切ります。 

受講決定通知および受講料支払い方法 

10 月中旬に E メールにて受講決定通知、受講料の振込方法を案内いたします。 

案内をお受け取り次第、受講料を銀行振り込みにてお支払いください。 

振込期日は 10 月 28 日（金）厳守でお願いいたします。 

なお、入金後の返金はいたしかねますので、予めご了承ください。 
 

※新型コロナウイルス感染症の影響により、開催形態等が変更となる場合もございます。 

その場合は、11 月中旬頃までに教育学研究科ウェブページ上でお知らせ致します。 

問合せ先：京都大学大学院教育学研究科附属臨床教育実践研究センター 公開講座係 

Tel： 075-753-3052  E-mail: 020clpsycenter@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp 

京都大学大学院教育学研究科附属臨床教育実践研究センター主催 

公開講座 

 

 

日時：令和 4 年 11 月 20 日（日）13 時～16 時（12 時半受付開始） 

会場：キャンパスプラザ京都 第 1 講義室 

（京都市営地下鉄烏丸線、近鉄京都線、JR 各線「京都駅」より徒歩 5 分） 

対象：市民一般、心理臨床専門家、教育関係者 

受講料：3,500 円 

定 員：100 名（先着順） 

ロジャー・フリー教授は、カナダのサイモンフレイザー大学教育学部の教授であり、豊富な臨床経験を持つ精神分析

家です。精神分析に関して幅広く研究をなさるとともに、個人の心と社会や文化との関連についても精力的に研究や執

筆・講演活動を続けておられ、2017年に出版されたNot in My Family: German Memory and Responsibility 

After the Holocaust はカナダで複数の賞を受賞されています。 

 本講座では、社会的精神分析を発展させたエーリッヒ・フロムを取り上げ、1930年代から 1940年代にかけてのフロム

と対人関係文化学派の画期的な仕事について検証します。フロムら新進気鋭の精神分析家グループは、個々の患者

の人生だけでなく、当時の人々の経験を形成していた社会的・政治的な力にも焦点を当てていました。当時と同じような

社会的・政治的な危機に直面している昨今、過去の教訓をどのように活かして現在の社会的精神分析を発展させること

ができるのか、理解を深める機会となればと考えています。 

 揖斐衣海先生には、逐次通訳、解説をしていただきます。是非ご参加ください。 

「社会的精神分析に向けて」 

Towards a Social Psychoanalysis 

 

申込フォーム QR コード 


